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序文

ジョージ・オーウェル(George Orwell)は「自もし自由に意味があるとするとすれば、そ
れは相手が聞きたくないことを告げる権利のことだろう」と言ったことがあります。

他人が許した範囲でのみ発言できるのは自由ではなく、他人が聞きたくない発言もでき
る権利が保障されなければ、自由民主主義は繁栄することはできません。 他の人々、
つまり権力を持つ者たちが反対する立場も開陳できる権利が与えられてこそ初めて、表
現の自由が保障され、これらの権利が自由民主主義につながるのです。

私たち学者にとって、表現の自由と権利は特に重要です。学者である私は、学生を教え
文章を書くことを本業としており、ほとんどの場合、日本の問題について書いていま
す。ロースクールの教授である私は、主に日本の法律について研究し、執筆していま
す。日本の法と法制度がどのように機能しているのか、もしそれらが私たちが思ってい
るように機能していないのであれば、なぜ予想通りに動かないのかを研究します。

しかし、もし政治的な理由で特定の結論を排除するとしたら、私たち学者は研究をする
ことができなくなります。学者としての私たちの任務は、証拠と論理をもとに何らかの
結論を引き出すことだからです。 実は、私たちが行っているほとんどの研究は、政治
的な影響力を持ちません。 謙遜するつもりではなく、実際に学者として私たちがそれ
ほど影響力を発揮する研究を行うことは稀だということです。もちろん、私たち学者も
時には深刻な政治的波紋を巻き起こすようなテーマを扱うこともあります。 その場
合、私たちが導き出した結論の一部は、ある集団にとっては政治的に有利に働くでしょ
うが、別の集団にとっては不都合に感じることもあるでしょう。

しかし、少なくとも学者自身が学者としての正しい道理に従っているのであれば、政治
はどうであれ、私たち学者とは無関係なことです。私たちの任務は、まず証拠と論理を
追って、そのような要素が導くところにただ進むだけです。開かれた社会では、そのよ
うに導き出された結論を自由に表現することができなければなりません。 学界では、あ
る学者が他の学者の主張が間違っていると思う場合、その理由を説明する機会を与えま
す。学問とは、研究の後に続く議論と討論を通じて進歩する過程です。 その過程は決
して終わりがありません。 これを通じて新しい証拠が発見され、新しい考察が提起さ
れることもあるからです。 したがって、学問的過程は常にオープンでなければなりませ



ん。

慰安婦の歴史はまさにそのような論争的な分野の一つです。 この学問の分野には膨大
な量の歴史的記録が存在します。例えば、数多くの元慰安婦の証言などがそうです。た
だ、時には歴史的史料と証言が矛盾することもあります。 その場合、私のような学者
はもちろん、一般大衆も双方の立場を比較して正確な判断を下さなければなりません。

このような状況は特殊なものでも新しいことでもありません。歴史的に重要な問題で証
拠が互いに相違する場合はしばしば現れるからです。 このような場合、学者は関連す
る証拠を綿密に調査し、何らかの結論に達した後、自らの論理でこの問題を説明しなけ
ればなりません。 そして、読者も証拠と論理を自分自身で検討し、独自の結論に達し
なければなりません。 学界がその機能を果たすためには、いかなる結論も最初から排
除されてはなりません。

自由民主主義において表現の自由、そして言論の自由は、すべての人に不可欠な権利で
す。自由民主主義という制度は、学者であろうと非専門家であろうと、国民の一員とし
て集団的な意思決定に参加するよう求められます。ここで合理的な決定を下すために、
私たちは私たちが生きている世界について正しく理解する必要があります。 そして、こ
の世界を正しく理解するためには、対話が不可欠です。 したがって、もし何らかの表
現や考えがその発信源から禁止されると、私たちは合理的な決定を下すことができなく
なります。私たちが出した結論がしばしば政治的な影響力を持つことになるかもしれま
せん。 そのような状況において、一部の人々は私たちの意見表明を阻止しようとする
かもしれません。逆に、私たち自身も他人の意見表明を阻止したくなることもあるで
しょう。

しかし、自由と民主主義のためには、私たち全員が国民の一員として、言論を制限しよ
うとする衝動と戦わなければなりません。 ここで、冒頭で紹介したジョージ・オーウェ
ルの原則が非常に重要になります。民主主義の本質は結局自由にあり、自由の本質は発
言の権利にあります。 つまり、それは他人が反対する発言をすることができる権利な
のです。
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